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① 内容項目 
内容項目（Ａ―１） 

善悪の判断、自律、自由と責任 

② 教材名 
教材名 

『ＳＬ公園で』 

③ 教師の道徳的価値観の 

明確化 

※指導要領解説を参考に。 

３年生の目標→正しいと判断したことは、自信をもって行うこと 

 （概要より）悪いことと知りながらも、周囲に流されたり、自分の弱さに負

けたりしてしまうこともある。人から勧められた時にきっぱり

と断ったり、正しくないと考えられることをしている人を止め

たりできるように指導することが大切。 

・自分が正しいと感じたことは、人に左右されることなく自らの判断を信じ

て行動する。 

・また、その判断の理由は、怒られてしまうからという他律的、仲間外れにさ

れてしまうからなどの社会律的なものではなく、自律的な理由に基づいた

行動ができるようになってほしい。 

 

④ 児童の実態 

３年生になり、善悪の判断とその理由を考えられるようになってきた。しかし、良い

こと・悪いことを理解したうえで、正しい選択をすることができない場面が時々見ら

れる。また、そのような状況に迫られることは今後増えていくだろうことが想定され

る。更に、自分は正しくないことをしないが、周りに正しくないことをしている友達

がいても我関せずという態度を取る児童もいる。 

⑤ ねらい 

 
（A）正しくないことをしている友達を止める

ことは必要なのかを考える活動 

（B）自分が正しいと判断を行い、正しくない

と思われることをしている人を止めることの

難しさや大切さ、その良さ 

（C）正しいと判断したことは、自信をもって

行おうとする 

を通して 

について気付き、 

（について考え） 

とする( 判断力 ・ 

心情 ・ 実践意欲 ・ 

態度 )を育てる。 

⑥ 中心発問  ◎ 

補助発問  〇 

児童の反応 ・ 

◎主人公は友達をとめる必要があったのだろうか。○多  

 →ある→・友達に悪いことをしてほしくないから。 

・悪いことをしている友達をそのままにしておくことが正しいこ

とだとは思わないから。 

・悪いことをしているのを止めないで見ているのは、悪いことを

していることと同じこと。 

・もしお姉さんにとめられなかったとしても、心がモヤモヤした

と思う。 

（補）相手が誰であっても言えますか？主人公は言えなかったよ？ 

  ・関係がこわれてしまうのは怖い…。でも正しくないことをしてほしくな

い。 

  ・相手のために止めてあげたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 評価の視点を１時間の中に入れる。○自自分事としてとらえる／○多多面的・多角的 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後の振り返りやメモなど 

 

 

 

 

 

○誘われたときに考えた事 

 （だめだと判断した理由を掘り下げたい！！） 
⑦ 導入と終末を除いた展

開部分の中心発問以下

外の発問 

⑧ 導入 

○友達から正しくないと思うことに誘われたらどうしますか。 

・断る。 ・よくないと思いながらもしてしまう。 

・自分もしないし、止めてあげる。 

→止めることって必要なのかな？ 

○自己の振り返り○自  

・今日の一時間考えたことについて、これまでの自分を振り返るとどうで

したか。 

⑨ 終末 


